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東洋大学朝霞校舎では文系5学部（文・経・営・
法・社）の 1･2 年次生 8200 名の前期試験が終
わり、朝霞分館の辺りは妙に静かです。分館の
前庭となる「いこいの広場」は、芝生が曲面を
造って緑ですが、暑い日盛りの今、ベンチに人
影はありません。�
広場の傍の道を学生が、携帯電話を操作しな
がら歩いて行きます。友人との交信でしょうか。
それとも、ニュースなど情報を画面に引出して
いるのでしょうか。�
その道を道なりに真っ直ぐ進みますと、やが
て階段を上がる建物に入ります。それが朝霞分
館の入り口です。�
道は人の行く先を示し、それは知とも考えら
れます。階段を昇ることは、知の高みに至るこ
とです。朝霞分館の入り口の高みは、大学の知
をシンボル化していると思います。なお、朝霞
分館は本学にある４つの図書館の内最も古く、
昭和61年（1986）に創立100周年記念図書館と
して建てられました。�
様々な知が、本・視聴覚資料となって、図書
館にあります。それらはあらゆる知の断面、統
合された知、環境・資源・人口などの問題、持
続可能な社会の可能性に関するものなどなど
でして、私達が多くを学び、今を知り、これか
らを思考する上で欠かせないものばかりです。�
知の形態は多様化しています。知は図書館に
本として集積するだけでなく、IT革命の今、知
は情報としてインターネットを通じて多くの人々
が参画しながら、往来・拡散もしています。歩
いている人にも携帯電話を通じて、知は情報と
して往復します。�
図書館は本を貸し出します。本では著者が、
訪れた人に知を披瀝します。�
一方情報ネットは、固定した情報を流すだけ
でなく、個人はグループを成し、対話によって

知をからませ、公共となる進化した知の生産が
試みられもします。�
知が拡散し、また変容しつつある今、本棚に
配置され蓄積された知を見て知って、この瞬間
における個人としての知の全体像を模索する
ことも、図書館の1つの利用法ではないでしょ
うか。�
法則（物理科学的）、シグナル性プログラム、

そしてシンボル性プログラムの秩序原理・説明
原理が、文理統合的な新しい学術体系にはある
と、吉田民人氏は言います（「学術の動向」，
2002.6）。�
知をシンボル化した朝霞分館で、知について
意識してみませんか。�
この文章が出ますころ、「いこいの広場」に
天高い秋空がありましょう。朝霞分館を利用し、
いこいの広場に出て、ケヤキの木陰のベンチか
緑の芝生に座り、図書館での余韻を、そして借
り出した本を、青空の下で味わいませんか。�
朝霞分館は、清潔にして静かな空間を、皆さ
んと共に保ちます。�

朝霞分館長挨拶

朝霞分館をご利用ください�

朝霞分館長　西山　勉�

西山　勉（にしやま　つとむ）�
東洋大学経済学部教授�
鉱物科学専攻�
東京教育大学大学院�
　理学研究科博士課程中退・理学博士�
〈水と土に関する研究を基に、�

知を広げまたまとめたい〉�
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百人一首色紙　　折帖　一帖　江戸中期頃写�

�百人の能筆により、内曇り、金泥草花下地色紙に書かれた
百人一首和歌（付 ｢寄合目録｣ 元禄１１年６月９日）と同型の
色紙に中山兼親（貞享元～享保１９）筆による彩色歌仙絵を
対応させた、表・裏各五十対の貼込み帖。公卿世界の雅び
がしのばれる。帖装は後代か。�

狂歌百人一首闇夜礫　　写本　一冊�

越谷山人鱗斎一鱸　作・画（自筆）文化１３年序�
�彩色挿画入の大本。小倉百人一首の下の句を活かし、上
の句を当世風にもじり、その心を挿画にした異種百人一首。
狂歌連に愛好されたか自筆とする現存諸写本の一つ。他に
文政１１序稿本、天保４年改刻版本を所蔵。�
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小野澤うばら�
（おのざわ　うばら）�
元国立国会図書館司書�
東洋大学大学院文学研究科�
（国文学専攻）修士課程修了�
〈東洋大学図書館刊行の古典籍関係�
資料編集その他〉�

やみよのつぶて�

　東洋大学附属図書館にはどのくらいの蔵書数があるかご存知ですか。4キャンパスを合わせ
ると図書のみで113万冊余りの蔵書があります。その中には、授業に関するものだけではなく
特色ある古典籍や東洋大学として個性ある資料も収集されています。�
　順次公開を予定していますが、今回の特集として、色彩豊かな資料・時代的価値のある資料
および新購入の資料を選び、一部をご紹介しましょう。�

3頁および8頁（表紙）解題�
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写真1 写真2

□『日光建築装飾図』について�

�

日光東照宮は、徳川家康の霊廟です。現在の

東照宮は、概ね三代将軍家光の寛永期の造替に

よって、生まれた姿であるとされています。こ

の寛永期の造替というのは謎が多く、明治時代

には、約１３年の期間を要した造替であったと考

えられていました。ところが大正中期に国史の

立場から平泉澄が、建築学の立場から大熊喜邦

が、それぞれ実は１年余りの短い期間であった

と考えるべきとの指摘を相次いで行い、以後１

年余りの期間と言うのが定説になり、戦後行わ

れた昭和の大修理でもこの説を翻す様な発見

はなく今日に至っています。しかし、問題はそ

う単純ではありません。東照宮が今日に於いて

尚これだけの輝きを保っているのは、丹念な修

理が繰り返し行われてきたからですが、修理と

いうのは、場合によっては新たな創造行為の場

ともなり得るからです。例えば、陽明門の屋根

は銅葺ですが、寛永の造替の折りには、桧皮葺

でした。その後の修理で今の様に改修されたも

のです。屋根はあの湧き出る様な彫刻群を雨露

から守る役割を担っているわけですから、桧皮

から銅への変更は、建築の耐久性を向上させよ

うとしたものであったと推察されますが、色彩

の建築とも呼ばれる東照宮において、桧皮から

銅への変更は、今日から見ると大きな変化でし

た。しかし、多くの修理は、当初の建築を維持

するために行われた作業であることに相違あ

りません。�

さて、今回図書館が購入した『日光建築装飾図』

は、そうした目的で作成されたものを、建築史

家の故田辺泰が、収集しきちんと纏めて保存し

ていたものです（写真１）。中は屏風状に連な
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写真3 写真4

内田祥士�
（うちだ　よしお）�
工学部助教授（建築学）�
東京大学大学院�
　博士課程満期退学�
著書：『再読／日本のモダンアー
キテクチャー』（彰国社）共著�

っており（写真２）、そこに資料が張り付けら

れています。ここに御見せする２枚（写真３・４）

は何れも護摩堂の桁の部分の装飾に関するも

ので、左上の１枚（写真３）に描かれているのが、

その部分の詳細です。牡丹と青地に金縁の模様

が描かれています。この青地の部分には、その

下に描かれた獅子が一頭ずつ割り付けられて

いるという訳です。一方もう一つの（写真４）

は桁全体の構成を示したもので、さきほどの牡

丹の色を指定したものです。彩色に係わる修理

では、一旦剥がして塗り直すという作業です。

従って、模様の配置や配色を予めスケッチして

おかないと解らなくなってしまいます。そして、

このスケッチは修理が完了した時点で、今度は

元通りになっているか否かを確認する資料と

しての役割も果たすことになるわけです。また、

一旦作ったスケッチは修理の度に繰返し用い

ることが出来ます。今日なら写真がありますが、

当時はこの様にいちいち手で書いておく以外

に方法はなかったのです。勿論、実際に作業す

る人と検査をする人に解れば良いわけですから、

誰にでも解るように精緻に描く必要はありま

せんが、中には、実に丁寧に描かれたものもあ

ります。�

最後に、東照宮の昭和の大修理に携われた建

築史家の大河直躬先生のお話では「恐らく江戸

に保管されていたものの一部でしょう」とのこ

とでした。�

4頁・5頁　解説�
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ヨハン・ハインリッヒ・ツェドラー編刊�
【初版】�
　1732～ 1750年　全64巻�
【原題】�
　Grosses vollständiges Universal Lexicon

　aller Wissenschaften und Künste.

�

�

この、出版者の名にちなみ『ツェドラー・レキシ

コン』と呼ばれているドイツ語で書かれた大百

科事典は、ハレ及び出版社の所在地ライプチッ

ヒにおいて出版され、時の神聖ローマ帝国皇帝

カール６世、後には女帝マリア・テレジアに献呈

されている。内容は同時代に至るまでの王侯貴族、

著名な聖職者、学者、芸術家、政治家、軍人、その

他のさまざまな分野で活躍した人々の伝記、及

び厖大な数にのぼる自然と人工の事物について

の解説から成っている。その記述姿勢は古風な

啓蒙に属するものとみなされるが、何より注目

すべきは、これが、かのフランスの百科全書に先

立つこと 19年も前に出版を開始されているこ

とである。それによっても、本書の貴重さが知ら

れよう。�

但し、第53巻は1962年にグラーツにての復刻版。�

〈『東洋大学所蔵資料図録』P.101〉より転載�

『全学芸大百科事典』�
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随 想 �
まだ、右往左往�

文学部史学科　教授　小池　喜明�

　平成 11年冬、新橋演舞場から電話があった。次
回上演の『浅草パラダイス』の解説をお願いしたい、と。
文学座ルートでの依頼かと思ったら、ちがった。小生
の生まれ育ちを知ってのことらしい。芸達者の中村
勘九郎・藤山直美に、わが御贔屓の曲者柄本明を
配し、耽美派久世光彦の演出と聞いて、心よくお引
受けした。�
　同作品の舞台は昭和初期の浅草六区、その一
画のミルクホール（要、辞書参照）にたむろする売れ
ない芸人たちの喜怒哀楽がテンポよく活写されてい
る。かれら芸人や料理人たちの子弟のいく人かは
わが竹馬の友であり、共に六区界隈の路地裏を走
り廻った身としては、懐かしくも馴染の世界である。�
　そのかみの学生時代、友人に愚痴られたことが
ある。浅草見物にでかけ、木馬館近辺の「揺れる
乳房」なる極彩色の看板に胸躍らせて入ってみれ
ば、舞台中央に一頭の乳牛。真面目（？）な彼
（現、整形外科医）は「インチキだ」とむくれてい
たが、この種の猥雑な洒落と粋には江戸期以来の
輝かしい伝統がある。大きな板に赤い泥絵具を塗り、
「赤城山中奥深く6尺豊かな大イタチ（板血）」と
いうヤツである。今ならさしずめフーテンの寅さんや、
それを演じた渥美清氏自身といったところか。『浅
草パラダイス』の登場人物たちのほとんどが、こうし
た伝統的で華麗な原色世界の住人たちであった。「揺
れる乳房」程度で止めておけばよかったのだ
が・・・。そしてこれが人目に触れた。�
　先の文学座の二作品の場合もそうだったが、こう
した類の駄文がわが神聖なる大学の、謹厳無比と
もいうべき諸賢の目にとまるとは考えもしなかった。
別に法にふれることをしているわけではないから、
隠していたわけではなく、黙っていただけだが、こ
れが知られた。『ふるあめりかに袖はぬらさじ』（有
吉佐和子作）の場合は、当時のS事務部長から、
「書いていますネ」。聞けば、同氏は御夫妻共に永
年の文学座友の会会員の由。これでは仕方がない。
『絹布の法被』（江守徹作）のときは、同僚のS・
T両教授が観劇しておられ、「読みましたヨ」。偶然
の機会に切符を入手された由。私にとっては、悪
しき偶然。硬派の文学座は止むを得ぬとして、演

舞場ならと安心してかなり軟派風に筆をすべらせたら、
N教授に見付かった。「見ましたヨ」と囁かれたとき
は、仰天した。夫人に引かれての演舞場参りだっ
たそうな。『老子』に曰く、「天網恢々、疎ニシテ
而モ失ワズ」。それにしても、大学の諸兄の多趣味、
余裕のほどには警戒を要する。�
　だが警戒にも限度がある。明智光秀ではないが、
藪から棒には処置無しである。５年ほど前の武蔵大
学経済学部の入試問題（国語）に、拙著（講談
社現代新書）から出題されたのである。出題者は
存じ上げないし、入試という性格上、事前のご挨
拶もあり得ない。事後に同大勤務の先輩から知らさ
れ、赤面した。かなり長い拙文が引用され、その
一部に傍線が引かれて、著者はここで何がいいた
かったのかとして５つの解答が用意され、そのうち
の１つを選ぶのだが、その正解が著者の私に分ら
なかったからである。責は挙げてわが悪文に帰せら
れるが、真剣に苦吟された当時の受験生諸君には、
遅まきながらお詫びする。�
　御存知のように、新書版の裏表紙には著者の
顔写真が付されている。5、6年前の大講義室で
のこと、最後列の席（こういう手合の定席）でこの
新書に読みふけっていた学生が、講義の声（私ノ
声デス）がうるさいとてふと顔をあげると、ナント裏
表紙の写真と同一の人物が教壇上に居てびっくり
した、というのである。びっくりしたのはこちらの方
である。授業に出るなら教師の名前位覚えておけ。
だがこの事態、私としては怒るべきか、喜ぶべきか。
まだ、右往左往している。�

�

小池　喜明�
（こいけ　よしあき）�
近世日本思想史専攻�
東京大学大学院（倫理学専攻）�
修士課程修了・博士（文化史学）�
著書：『葉隠─武士と「奉公」』�
　　  （講談社学術文庫）、�
　　　『大橋訥菴－日本「商人国」�
　　　批判と攘夷論』（ペリカン社）ほか�
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I N F O R M A T I O N
図書館ニュース『　　　　　　』はホームページでご覧いただけます。� http://www.toyo.ac.jp/libra/▲

�
▲
�
▲
�
▲
�
▲
�

白 山 � 朝 霞 �

工学部�

板 倉 �

●大学祭（白山祭）期間の開館について�
開館時間：11月14日（木）・18日（月）�

　　　　　 9：00～17：00�

閉 館 日：11月15日（金）・16日（土）�

●大学祭（工学祭）期間の開館について�
開館時間：11月1日（金）・5日（火）9：00～17：00�

　　　　　11月2日（土）　　　　　9：00～13：00�

閉 館 日：11月3日（日）・4日（月）�

●大学祭（朝霞祭）に伴う閉館について�
閉 館 日：11月14日（木）～18日（月）�

●冬季休暇中の開館について�
　【2002年12月19日（木）～2003年1月4日（土）】�
開館時間：12月19日（木）・20日（金）10：00～16：00�

�　         12月21日（土）　　　　　  10：00～13：00�

閉 館 日：12月24日（火）～2003年1月4日（土）�

●冬季長期貸出について�
貸出期間：12月5日（木）～21日（土）�

返却期限：2003年1月15日（水）�

貸出冊数：図書（含む雑誌）10冊（雑誌は通常どおり１週間の貸出）�

　　　　　視聴覚資料　　　  5点�

●冬季長期貸出について�
貸出期間：12月4日（水）～21日（土）�

返却期限：2003年1月9日（木）�

貸出冊数：学部生　図書（含む雑誌）5冊�

　　　　　（雑誌は通常どおり１週間の貸出）�

●冬季休暇中の開館について�
　【2002年12月20日（金）～2003年1月4日（土）】�
開館時間：12月20日（金）　10：00～16：00�

　　　　　12月21日（土）　10：00～13：00�

閉 館 日：12月24日（火）～2003年1月4日（土）�

●大学祭（雷祭）に伴う閉館について�
閉 館 日：11月1日（金）～4日（月）�

4 館 �
共 通 �

●冬季休暇中の開館について�
　【2002年12月21日（土）～2003年1月4日（土）】�
開館時間：12月21日（土）10：00～13：00�

閉 館 日：12月24日（火）～2003年1月4日（土）�

オンライン情報検索サービス�
『OCLC FirstSearch  Databases』が�
10月より利用できます。�
詳細は各館カウンターへお問合せください。�

【注意事項】�
借りた図書は、返却日を確認の上、期限内に返却してください。�
閉館時の図書の返却は、最寄図書館のブックポストに入れてください。但し、雑誌・視聴覚資料の返却は、開館時に直接カウンター（貸出館）へ返却してください。�
開館予定が変更になる場合がありますので、掲示または図書館のホームページで開館予定を確認してください。�

●冬季長期貸出について�
貸出期間：12月 5日（木）～21日（土）�

返却期限： 2003年1月16日（木）�

貸出冊数：図書（含む雑誌）　5冊（雑誌は通常どおり１週間の貸出）�

�　　　　視聴覚資料　　　　5点�

●冬季長期貸出について�
貸出期間：図書　12月2日（月）～21日（土）�

�　         雑誌　12月9日（月）～21日（土） �

返却期限： 2003年1月6日（月）�

貸出冊数：学 部 生　図書（含む雑誌）  5冊�

　　　　　大学院生　図書（含む雑誌）10冊�

●冬季休暇中の開館について�
　【2002年12月19日（木）～2003年1月4日（土）】�
開館時間：12月19日（木）～21日（土）10：00～19：00�

閉 館 日：12月24日（火）～2003年1月4日（土）�
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表紙写真：金花七変化　３１編　１２４巻　合６２冊�

　　　　�鶴亭秀賀，仮名垣魯文作　歌川国貞他画�

�　　　　安政７～明治３刊�

��

■幕末～明治維新の出版界で大活躍の魯文らの合巻物には，｢洋冊に似たる合巻の趣向｣と序にあるように、新時代へ過

渡期の意気込みが見える。本書の初編，終編の衣裳や様式の違いは、筋書きに新時代を吹き込んだ現われであるが、同

時に日本の印刷・出版文化の変遷をも見ることが出来よう。�
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